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第１５８回薬学系研究科教授総会議事概要 
 

日 時 平成３０年７月２５日（水）１４時４分～１５時７分 
場 所 大会議室 
出席者数 ３６名 

 
 

＜報告事項＞ 
１．構成員の確認 
  研究科長から構成員の確認があった。 
２．科所長会議等の報告 

研究科長から、科所長会議の報告があった。 
３．総長補佐からの報告 
  報告は無し。 
４．その他の報告 

（１）長野名誉教授日本学士院賞受賞祝賀会 

研究科長から、１１月２２日（木）に学士会館で開催する旨の報告があった。 
（２）情報セキュリティ教育の実施について 

研究科長から、７月３０日から９月３０日の間に受講していただく必要がある旨の

説明があった。 
（３）Ｓ２ターム修了試験時間割について 
  教務委員長から、確認依頼の説明があった。 

（４）薬学特別講義「薬害被害者の声」について 

  教務委員長から、学生だけではなく、助教以上の方も時間あれば出席いただきたい

旨の説明があった。 

（５）推薦入学者の実習について 

  教務委員長から、推薦入学者の実習希望教室について報告があった。 

（６）８月の講義室・セミナー室の利用について 

  教務委員長から、８月の講義室・講堂・セミナー室は原則として終日施錠する旨の

説明があった。 

（７）環境安全本部長の視察結果について 

  事務長から、６月１１日（月）に実施された環境安全本部長による査察の報告があ

った。 

（８）夜間・休日等での緊急対応について 

  安全衛生管理室長から、火災時の消防通報や事務室または警備室へ連絡する旨、非

常時の緊急連絡先、異臭時の館内放送内容や対応について説明があった。 

（９）留学生等受入に関する該非判定にかかる電子申請システム導入について 

  研究科長から、留学生や外国人研究者等の受入には事前に該非判定が１２月からは
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電子申請システムのみとなる旨、留学生等の受入れに際して受入教員が違反した時に

は刑事罰が科せられる可能性がある旨等の説明があった。 

（10）その他 

  ・先導的薬剤師事業について 

   教務委員長から、今年度も事業を実施する旨の説明があった。 

  ・アイングループ・スカラーシップ奨学金プログラム選考結果について 

   奨学委員会委員長から、選考結果の説明があった。 

 
＜協議事項＞ 

１．人事等について 

（１）人事異動 

   研究科長から説明があった後、諮られ承認された。 

 （２）海外出張等 

   研究科長から説明があった後、諮られ承認された。 

 （３）兼業 

   研究科長から説明があった後、諮られ承認された。 

２．「化学物質安全性評価システム構築」社会連携講座の設置について 

   研究科長から説明があった後、諮られ承認された。 

３．「化学物質安全性評価システム構築」社会連携講座特任准教授候補者選考委員会の設置

について 

  研究科長から、選考内規について説明があった後、選挙を実施し、研究科長及び選出

された４名の委員による選考委員会の設置が承認された。 

４．平成３０年度学内・研究科内委員会委員について 

  研究科長から、５月の教授総会後に変更があった箇所の説明があった後、諮られ承認

された。 

５．非常勤講師の委嘱について 

  教務委員長から、説明があった後、諮られ承認された。 

６．学部カリキュラム改訂について 

  教務委員長から、説明があった後、薬学部カリキュラム改訂に向けた検討内容につい

て諮られ承認された。 

７．学部学生の留学について 

  教務委員長から、説明があった後、諮られ承認された。 

８．薬学部研修生の受入れについて 

  教務委員長から、説明があった後、諮られ承認された。 

９．平成２９年度決算及び平成３０年度予算（当初）について 

  予算委員長から、説明があった後、諮られ承認された。 

10．寄附金の受入れについて 

  研究科長から説明があった後、諮られ承認された。 
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11．共同研究の受入れについて 

  研究科長から説明があった後、諮られ承認された。 

12．受託研究の受入れについて 

  研究科長から説明があった後、諮られ承認された。 
13．薬学部研究員の受入れについて 

  研究科長から説明があった後、諮られ承認された。 
14．その他 

・女子中高生へのアウトリーチ活動プログラムについて 

 担当教員から、女子中高生へのアウトリーチ活動プログラムについて説明があった。

また、学生ＴＡの参加協力依頼があった。 

・ＲＩ室の閉鎖について 

ＲＩ運営委員会委員長から、ＲＩ室閉鎖に伴う連絡があった。 

 

                                 以  上 

 


